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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
7 回膜貫通型受容体（7TMR）は非常に広範な細胞応答制御に関わっており、薬剤











とともに、ツール分子および薬剤候補となり得る新規 LPA1 biased ligand を同定し
た。また、GPR39 の脱感作に関する検討を行い、脱感作を引き起こさない新規
GPR39-biased ligand を同定した。本論文の評価すべき点は以下の通りである。 





3. LPA1 を介した Gq シグナルを特異的に阻害する Gq-biased LPA1 NAM を初めて同
定した。また、シグナリングバイアス評価として細胞インピーダンスを指標とし
たアッセイの有用性を示した。 
4. G12/13/ROCK 経路を介した GPR39 の脱感作メカニズムを解明し、脱感作を引き
起こさないバイアスドリガンドを同定することで、薬剤耐性に結びつかない薬剤
開発の可能性を示した。 
 以上の通り、本論文は 7TMR の機能理解を深めるとともに、7TMR をターゲット
にした薬剤開発の加速化および価値最大化に繋がる結果を示したものであり、細胞生
化学、分子生物学、および基礎生理学に寄与するところが大きい。 
よって、本論文は博士（農学）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、平成２９年１１月９日、論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結
果、博士（農学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。 
注）論文内容の要旨、審査の結果の要旨及び学位論文は、本学学術情報リポジトリ
に掲載し、公表とする。 
